
平
成
二
年
十
一
月
十
日
発
行

第
二
五
八
号

大
豊
町
中
央
公
民
館
編
集

印
刷
高
知
印
刷
株
式
会
社

十
月
末
の
人
口
世
帯
数

世
帯
三
、
一
八
四
戸

男
三
、
八
○
九
人

女
四
、
二
八
六
人

人
口
八
、
○
九
五
人

F－可

一

｢ガンバッてやりゆうぜよ」（仮装農作業・大田口地区民運動会より）

垣第凋回天豊町罵堂化祭薩熱）
「
ゆ
と
り
す
と
達
の

町
づ
く
り
」

「
生
涯
学
習
の
町
」

＊高知県芸術祭協賛行事＊

本年も､11月巳5日（日）大豊町農工センター

●舞台部門●展示部門●記念講演(元･NHKｱﾅｳﾝｻｰ

酒井広氏来町）●その他

一芸術･文化の秋ですも皆様方ぜひご参加下さい｡－
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前
教
育
長
「
永
森
信
良
」
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
九
月
定
例
町
議

会
に
教
育
委
員
選
任
同
意
議
案
が

提
出
さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
。

こ
れ
を
受
け
、
町
教
育
委
員
会

を
開
き
互
選
に
て
、
新
し
く
鎌
倉

教
育
長
が
十
月
一
日
付
け
で
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
（
任
期
は
四
年
間
）

鎌
倉
宏
教
育
長
の
略
歴

土
佐
高
卒
・
昭
和
三
十
一
年
五

月
役
場
入
り
・
税
務
係
長
・
行
政

課
長
・
出
納
室
長
・
企
画
振
興
室

長
を
本
年
九
月
三
十
日
ま
で
歴
任

大
豊
町
高
須
（
五
十
五
歳
）

戸
に
協
川
さ
２

去
る
九
月
町
定
例
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
不
肖
の
身
に
も
拘
り
ま

せ
ず
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
、
町

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
長

灘
さ
つ

鎌倉教育長

と
言
う
重
責
を
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
、
昭
和
三
十
一
年

五
月
、
大
豊
村
役
場
に
奉
職
以
来

今
日
ま
で
、
お
も
に
行
政
関
係
の

仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
仕
事
は
未
知
の

世
界
で
す
。
前
教
育
長
・
永
森
先

生
の
立
派
な
教
育
行
政
を
引
き
継

ぐ
に
当
た
り
一
抹
の
不
安
は
あ
り

ま
す
が
、
「
誠
心
誠
意
」
私
な
り
に

努
力
を
し
、
二
十
一
世
紀
を
目
指

し
た
大
豊
教
育
の
在
り
方
を
皆
様

と
共
に
考
え
、
実
り
あ
る
教
育
行

政
の
推
進
に
微
力
で
す
が
全
力
を

傾
注
致
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
「
生
涯
学
習
」
を

重
視
し
、
本
町
で
は
「
本
町
の
特
性

に
あ
っ
た
生
涯
学
習
」
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
町
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

平
成
二
年
十
月
一
日

大
豊
町
教
育
長
鎌
倉
宏

F

と
会
議
設
置
条
例

の
第
一
条
）
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
文
化
の

推
進
・
文
化
の
伝
承
・
文
化
の
交

流
を
軸
に
、
各
地
区
公
民
館
活
動

を
中
心
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
海
外
視
察
研
修
を
計
画
し
ま

し
た
。
こ
の
目
的
と
し
て
は
、
「
町
内
の

青
年
層
を
海
外
に
派
遣
し
、
訪
問

国
の
現
状
や
各
種
施
設
の
視
察
等

を
通
じ
て
郷
士
や
自
己
の
生
活
環

境
を
見
直
す
と
と
も
に
、
視
野
を

広
め
本
町
の
町
づ
く
り
を
担
う
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
」

先
に
、
大
豊
町
民
を
対
象
と
し

て
、
一
般
参
加
者
を
募
集
し
ま
し

雛鶏
§海外視察

若
者
が
集
う
町

づ
く
り
を
基
本
に

全
町
民
の
参
加
の

も
と
、
若
人
を
核

と
し
『
住
民
自
ら

が
考
え
、
自
ら
が

実
践
す
る
生
涯
学

習
活
動
の
一
環
と

し
て
、
ゆ
と
り
す

と
達
の
町
づ
く
り

を
展
開
す
る
』
と
、

町
の
（
ゆ
と
り
す

た
。
そ
の
結
果
、
次
の
方
々
が
海

外
視
察
研
修
団
員
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
○
一
般
応
募
者
（
作
文
・
面
接
）

秋
山
公
生
歯
科
医
師
東
士
居

秋
山
真
由
美
会
社
員
大
杉

小
笠
原
徳
孝
林
業
立
川

小
笠
原
理
恵
主
婦
大
王
下

柴
田
幸
人
会
社
員
葛
原

中
村
大
商
業
大
杉

三
谷
幸
一
郎
公
務
員
岩
原

渡
辺
薫
農
業
西
土
居

○
行
政
職
員
派
遣

岩
崎
憲
郎
役
場
企
画
室

吉
松
英
喜
役
場
産
業
課

小
林
雅
文
役
場
行
政
課

下
村
賢
彦
役
場
住
民
課

前
田
幸
太
郎
教
育
委
員
会

三
浦
紀
秀
大
豊
町
収
入
役

以
上
の
十
四
名
（
視
察
研
修
団

一

国際交流研修会（定福寺にて）

長
・
三
浦
紀
秀
収
入
役
）
が
、

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
六

日
ま
で
（
十
一
日
間
）
海
外
視
察

研
修
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。訪
問
国
は
、
「
ド
イ
ツ
・
ス
イ

ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
フ
ラ
ン

ス
」
の
四
カ
国
で
す
。

こ
の
視
察
研
修
参
加
者
は
、
三

日
間
の
事
前
研
修
を
受
け
て
出
発

し
ま
す
が
、
十
月
十
二
日
に
は
、

粟
生
の
定
福
寺
ユ
ー
ス
に
ド
イ
ツ

か
ら
、
（
青
少
年
指
導
者
研
修
団
六

名
）
が
来
町
、
釣
井
住
職
さ
ん
に

お
世
話
を
頂
き
、
参
加
者
が
出
席

貴
重
な
事
前
研
修
と
国
際
交
流
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
九
日
に
は
、
高
知
県

ふ
る
さ
と
創
生
「
海
外
調
査
団
」
の

一
員
と
し
て
参
加
し
た
渡
辺
町
長

か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
状
と
海

外
研
修
の
意
義
、
そ
し
て
、
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、
「
若
者
が
定
着

し
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
」
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
、
等
の
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。

十
一
月
十
三
日
に
は
、
視
察
研

修
団
の
結
団
式
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
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：
大
会
趣
旨
峠

「
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
」
を

め
ざ
し
本
大
会
も
、
今
年
で
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
、
二
十
一
世
紀
を
視
野
に
入

れ
た
、
、
健
康
と
生
き
が
い
、
安
心社協会長表彰 町長表彰

で
き
る
生
涯
を
送
る
た
め
、
も
の

か
ら
心
へ
。
更
に
文
化
と
ふ
れ
あ

う
町
づ
く
り
等
と
、
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
目
的
と
し
て
こ
の
大
会

を
開
催
す
る
。

大
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
三

谷
和
子
会
長
）
で
は
、
九
月
九
日

に
本
年
も
盛
大
に
町
福
祉
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
回
を
重
ね
て
十

回
。
年
々
参
加
者
も
多
く
な
り
、

ま
た
今
回
は
十
周
年
記
念
大
会
と

あ
っ
て
、
六
百
人
を
超
す
町
民
が

参
加
、
社
会
福
祉
活
動
の
和
を
広

げ
ま
し
た
。

開
会
行
事
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
三
谷
和
子
会
長
の
挨
拶
、
渡

B＃

ｰ

■囚

馳↓
I

’
三
Ｆ

U

F

l1

斤討

記念講演・中川先生

辺
町
長
・
松
岡
町
議
会
議
長
の
祝

辞
、
優
良
高
齢
者
等
の
表
彰
式
。

つ
づ
い
て
、
社
会
工
学
会
議
会

員
で
地
域
お
こ
し
等
、
数
々
の
経

歴
を
も
つ
『
中
川
涼
一
先
生
』
を

招
き
「
老
・
と
は
な
に
か
？
」
を
テ

ー
マ
に
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
に
よ
る
踊
り
や
唄
、
剣
舞
、
浪

曲
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
郷
土
芸
能
等

が
行
わ
れ
会
場
は
、
一
段
と
盛
り

上
っ
て
い
ま
し
た
。

b

0

＃
ノノ

『刺

表彰を受けられる方々です

１
１陰

室
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
章
二
二
二
二
二
二
二
二
一
二
二
二
一
二
二
二
二
二
二
三
二
二
二
言
呂
眉
冒
三
呂
三
呂
宝
三
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
三
一
二
二
三
二
三
雲
三
三
二
三
Ｆ

在
宅
介
護
者
ⅢⅡ

‐
表
彰
受
賞
者
の
紹
介
小
笠
原
ア
キ
ラ
岩
原
州Ⅱ

三
谷
和
子
落
合
州

Ⅱ

Ⅱ

州
優
良
高
齢
者
（
町
長
表
彰
）
船
場
豊
子
馬
瀬
川

Ⅱ

Ⅱ

州
小
笠
原
清
高
須
西
村
伊
豆
恵
八
畝
州Ⅱ

州
都
築
佐
登
士
穴
丙
一
区
北
村
清
富
大
久
保
州

州
三
谷
貞
美
大
滝
朝
倉
豊
正
船
戸
州Ⅱ

州
千
頭
正
利
梶
ケ
内
宮
内
幸
子
高
須
Ⅷ

Ⅱ

州
感
謝
状
（
社
会
福
祉
協
議
会
長
）
秋
山
洋
一
谷
川

Ⅱ

州
高
額
寄
付
者
三
谷
操
上
東
川

Ⅱ

Ⅷ
白
石
清
高
上
東
杉
本
小
春
立
川
川

Ⅱ

Ⅱ

州
秋
山
義
秋
寺
内
小
笠
原
清
香
大
滝
州

Ⅱ
Ⅱ

卸
二
二
二
三
幸
三
三
二
二
二
二
二
二
二
二
三
二
二
一
二
三
三
三
二
二
三
三
二
二
二
二
二
二
二
重
二
三
二
二
三
三
二
二
三
三
一
二
三
二
二
二
二
二
幸
二
二
二
二
二
二
一
二
三
二
二
二
三
二
三
三
二
詞

へ

剣舞。九段の楼
松村､山内の姉妹

男おけさ。天坪ボランティア

会場は満員。今後ともよろしく
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地
域
環
境
を
同
じ
く
す
る
嶺
北

五
カ
町
村
の
住
民
が
日
常
生
活
の

中
で
美
を
探
究
し
、
明
る
い
生
活

を
創
造
し
て
、
嶺
北
地
域
の
文
化

の
向
上
を
目
指
す
を
目
的
と
し
て

例
年
嶺
北
総
合
美
術
展
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
二
十
回
を
記
念
す
る

美
術
展
と
あ
っ
て
、
大
豊
町
か
ら

九
十
四
点
の
力
作
が
出
品
さ
れ
、

五
十
四
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

◎
入
賞
者
の
紹
介

特
選
【
書
道
】

西
村
佳
子
東
土
居

石
原
延
大
王
下

特
選
【
写
真
】

岡
本
淳
穴
内
三

褒
状
【
絵
画
】

山
本
桂
西
峰
中

褒
状
【
書
道
】

松
浦
雅
恵
連
火

褒
状
【
工
芸
】

三
谷
晴
喜
大
畑
井

楠
島
富
士
子
高
須

◎
入
選
【
絵
画
部
門
】

丁
野
志
げ
乃
高
須

猪
野
由
三
川
口

原
主
幸
船
戸

浜
田
豊
高
日
浦

中
西
美
香
子
船
戸

小
笠
原
信
夫
大
王
下

◎
入
選
【
書
道
部
門
】

笹
岡
裕
子
八
畝

北
村
幸
身
永
測

小
川
み
や
高
須

石
川
多
満
恵
刈
屋

小
笠
原
恒
子
川
口
南

飯
田
和
子
高
須

戸

三
谷
和
子
東
寺
内

原
敬
子
川
口
南

秋
山
和
子
東
土
居

◎
入
選
【
彫
塑
・
工
芸
部
門
】

上
地
琉
磨
雄
柚
木

冨
山
行
盛
磯
谷

弘
瀬
清
美
杉

鎌
倉
登
高
須

西
岡
富
美
子
本
村

岡
林
千
代
恵
戸
手
野

岡
林
延
子
本
村

◎
入
選
【
写
真
部
門
】

松
浦
延
和
東
寺
内

松
浦
美
恵
同

原
幸
子
大
王
下

中
西
豊
一
永
洲

萩
野
世
喜
子
久
寿
軒

今
井
剛
西
峰
中

松
高
豊
繁
東
土
居

山
崎
栄
子
黒
石

横
山
豊
杉

豊
永
幸
利
落
合

豊
永
敬
子
同

吉
田
臣
代
船
戸

朝
比
奈
富
美
男
高
須

田
村
善
穂
黒
石

山
原
美
砂
船
戸

岡
本
淳
穴
内
三

河
野
大
仁
東
寺
内

尚
、
推
薦
・
無
鑑
査
出
品
者

【
絵
画
部
門
】

推
薦
竹
内
敬
訓
西
峰
中

｜
お
知
ら
せ
一

町
文
化
推
進
協
議
会
（
会
長
・
石
原
正

恒
）
で
は
、
本
年
度
中
に
次
の
要
項
に
よ

り
「
文
芸
総
雑
誌
」
を
創
刊
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
各
位
か
ら
原
稿

の
応
募
「
ご
投
稿
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
要
項

一
、
平
成
三
年
三
月
発
行
予
定

一
、
雑
誌
名
の
公
募

大
豊
町
の
文
芸
誌
に
相
応
し
い
も

の
。
採
用
分
に
は
薄
謝
を
呈
し
ま
す
。

一
、
締
め
切
り
「
十
二
月
二
十
日
」

町
文
化
推
進
協
議
会
ま
た
は
、
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
事
務
局
ま
で
ハ

ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
原
稿
内
容

○
詩
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
・
定
型
詩
．

散
文
・
詩
等
）

○
随
筆
（
随
筆
・
感
想
文
・
紀
行
文
等

を
含
む
）

○
小
説

○
そ
の
他
（
主
張
。
論
文
・
郷
土
史
研

究
等
）

一
、
原
稿
締
切

平
成
三
年
一
月
末
日

一
、
編
集
委
員

徳
弘
秀
綱
（
川
口
）
猪
野
義
晴
（
川
口
）

都
築
康
代
（
大
久
保
）
上
西
国
義
（
川

無
鑑
査
朝
比
奈
富
美
男
高
須
無
鑑
査
西
村
浩
一
東
土
居

【
書
道
部
門
】
【
彫
塑
・
工
芸
部
門
】

推
薦
松
浦
延
和
東
寺
内
推
薦
釣
井
義
光
粟
生

・
己
や
冒
言
今
●
ら
宅
君
垂
一
七
“
●
名
言
ざ
句
き
ち
■
二
言
今
寺
含
今
も
ｇ
ぎ
ぎ
●
守
己
宣
言
ｒ
◆
三
・
コ
ｇ
画
き
』
君
－
９
三
目
幸
画
一
弓
●
』
■
◆
●
二
・
冒
壷
ｅ
◆
９
ｓ
一
言
毎
つ
《
言
乞
急
合
口
一
・
●
・
一
色
告
三
・
．
ろ
一
一
今
ロ
凸
つ
ｇ
幸
二
争
■
一
き
き
私
呂
↑
ご
一
炉
寺
ｏ
三
一
言
ざ
《
ｂ

《
‐

口
南
）
石
原
正
恒
（
大
王
下
）

尚
、
原
稿
の
多
少
に
よ
り
変
動
し
ま
す

が
、
一
冊
を
百
五
十
頁
程
度
に
納
め
、
有

料
に
て
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
文
化
推
進
協
議
会
に
お
尋

ね
下
さ
い
．

○
町
民
の
皆
様
方
か
ら
、
原
稿
の
ご
投
稿

を
お
待
ち
し
ま
す
。

第20回嶺北総合美術展覧会

期日12月7日(金)～12月11日(火)の5日間、

毎日午前9時から午後6時まで

場所農工センター文化ホール

大豊町から、無鑑査、推薦を含む60点力程示されます。
多数のご来場をお待ちしております。
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主
催
・
国
土
庁
、
全
国
山
村
振

興
連
盟
で
は
、
日
本
の
ふ
る
さ
と

「
山
村
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
二
回
ふ

る
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
写

真
展
）
を
全
国
か
ら
募
集
し
、
審

査
の
結
果
、
吉
田
さ
ん
が
、
み
ご

と
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
、
ま
さ
に
「
山
村
」
豊
か

な
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
自

然
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
文
化
を
基
盤
と
し

た
「
ゆ
と
り
と
や
す
ら
ぎ
」
に
満
ち

た
生
活
環
境
の
場
を
今
、
求
め
て

船
戸
部
落

吉
田
臣
代
さ
ん

【
審
査
員
特
別
賞
】

呂
一
■
・
言
『
言
色
一
幸
言
ぞ
一
言
一
一
画
一
三
一
三
●
一
一
画
『
ｇ
－
ｇ
二
三
量
写
至
言
弓
三
一
言
一
言
呂
一
宰
君
毎
．
一
●
ｚ
一
・
一
ｚ
毎
含
さ
一
一
三
今
一
己
急
一
一
・
一
ｇ
一
言
ら
邑
三
言
一
言
呂
一
君
言
↓
言
呂
一
一
口
ご
一
言
ひ
ｐ
一
画
吉
一
一
口
ｇ
一
己
二
９
口
き
ち
一
弓
ご
一
》
ｇ
《
で
こ
ｇ
－
ｇ
ｅ
名
二
言
寺
一
一
ｚ
今
■
一
三
口
一
幸
●
Ｓ
一
一
一
言
一
汗
Ｂ
一
一
雪
■
垂
一
●
◆
呂
一
■
き
－
口
ｇ
昌
一
■
彦
一
三
寺
二
口
凸
言
一
言
寺
一
一
口
『
●
一
口
き
ち
一
三
ｇ
一
言
■
一
己
三
呂
一
■
ｇ
や
一
二
ｇ
ロ
垂
言
｝
》
一
言
》
一
言
●
宇
邑
冨
字
一
万
ｇ
一
再
ｇ
守
垂
ざ
急
一
三
三
↑
ご
己
一
一
号
“
一
己
自
令
画
一
・
言
邑
き
る
二
言
一
一
一
言
三
一
百
一
・
今
．
三
宅
呂
毎
・
壷
●
三
一
言
一
一
き
●
己
“
吾
寺
一
合
も
一
画
．
弓
一
一
念
・
一
三
ｇ
－
ｇ
Ｃ
三
三
言
今
一
言
名
一
さ
二
一
言
一
一
“
扇
一
画
今
。
《
一
名
弓
■
き
る
一
宅
ｇ
一
口
幸

日
本
の
滝
川
選
に
選
ば
れ
た
（
大
豊
町
立
大
田
ロ
小
学
校
）
小
笠
原
由
香
梨
同
ま
し
た
が
、
氏
名
を
紹
介
し
ま
す
。

三
谷
岳
士
同
伊
野
町
井
上
ひ
ろ
し

「
梶
ガ
森
の
龍
王
の
滝
」
を
記
念
し
優
秀

別
す
套
肩
二
十
九
日
か
ら
八
皇
森
下
毒
釜
害
・
毒
＃
三
包

ま
諏
乱
織
競
識
錦
織
職
蕊
悪
燕
曙
噌
塞
副
鴛
鍵

森
沢
美
沙
（
高
知
市
高
須
保
育
園
）
同
石
原
延
（
三
句
）

噛
宿
陥
帥
膿
胴
た
。
そ
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
（
大
豊
町
立
大
田
口
小
学
校
）
特
選
二
選

勤
査
※
し
た
の
で
お
知
署
し
妻
皇
雲
り
瀧
憾
無
心
に
落
ち
三

同
戸
田
サ
ヤ
花

龍
審
・
写
生
の
部
霊
天
領
霊
渠
鯖
雲
製
零
謂
濯
蕊
雲

伊
野
町
枝
川
井
上
す
み
子
化
活
動
）
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

最
優
秀

小
笠
原
由
紀
美
同

山
原
尚
史
同
○
こ
の
他
に
佳
作
十
句
も
選
ば
れ
お
願
い
し
ま
す
。

中
西
淳

い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
ふ
る
さ
と
山
村
」
の

自
然
環
境
を
大
切
に
し
、
真
の
日

本
人
の
心
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

＝

秋の交通安全運動終わる

全
国
一
斉
に
、
秋

の
交
通
安
全
運
動

が
、
さ
る
九
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
、
「
若
年
運
転
者
に

よ
る
無
謀
運
転
の
防

止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
．

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
・

違
法
駐
車
の
締
め
出

し
」
を
重
点
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

期
間
中
の
事
故
は
、

一
件
（
町
外
車
）
の

み
で
し
た
。

し
か
し
、
十
月
二

日
に
町
内
の
東
部
地

区
で
、
お
年
寄
り
が

交
通
の
犠
牲
者
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
残
念
な
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
事
故
に
あ
わ
な
い
、
二
度
と

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
お

い
つ
も
ご
ぐ
ろ
う
さ
ん
で
す
。

安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
ぞ
ね

へ

互
い
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し

よ
｝
つ
。

「
ゆ
ず
り
合
う
心

ゆ
と
り
を
も
っ
た
運
転
」

こ
れ
か
ら
は
、
神
祭
等
で
酒
を

飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

「
飲
ん
だ
ら
運
転
を
し
な
い
。
飲

ん
だ
ら
運
転
を
さ
せ
な
い
。
」
を
徹

底
し
て
頂
き
、
明
る
い
社
会
．
明

る
い
家
庭
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま

す
。
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叱
三
‐
詞
雪
三
一
．
訂
Ｆ
三
二
○
打
Ｆ
二
三
幽
弧
．
二
三
狗
瞬
三
一
〒
“
腰
三
二
牌
訟
．
二
三
牌
弘
．
三
二
打
誠
三
二
胸
弘
．
三
二
』
執
．
二
三
掬
弘
．
二
三
お
僻
事
ｒ

》
秋
晴
れ
の
も
と
各
地
区
い

岬
運
動
会
盛
大
に
行
う
岬

坪
二
お
Ｆ
二
三
蜘
瞬
一
二
二
酎
儒
三
二
討
牌
二
三
蛤
承
二
三
』
弧
一
二
二
』
融
二
一
二
占
Ｆ
三
二
排
可
二
三
剖
坤
二
二
一
望
母
二
三
釧
坤
二
二
一
協
司
三
善

大田ロ地区仮装行列

打ち込み三本・いやちや合わんちゃ
東豊永地区運動会から

東部地区では

参加者全員に
くじびきで景晶宅

ｰ

大勢の人出、東部地区運動会から

本
年
度
は
、
町
民
体
育
祭
を
休

み
、
各
地
域
で
の
公
民
館
活
動
を

充
実
し
、
地
域
で
の
住
民
交
流
を

活
発
に
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
ゆ
と
り
す
と
達
の
町
づ
く
り
」
に

各
地
区
公
民
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
こ
ら
し
た
計
画
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

秋
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
文
化
活
動

に
絶
好
の
季
節
で
す
。

○
十
月
二
十
一
日
は
、
「
大
田
ロ
地

区
・
豊
永
地
区
」
、
二
十
八
日
は
、

「
岩
原
、
大
砂
子
地
区
・
東
豊
永
地

区
・
西
峰
地
区
」
で
地
域
の
方
々

手
づ
く
り
の
運
動
会
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
地
区
と
も
、
子
供
か
ら
高
齢

老
い
も
若
き
も
う
オ
ー
ク
ダ
ン
す
れ
ち
が
い
．
オ
ッ
ト
あ
ぶ
な
い

ス
で
西
峰
地
区
運
動
会
か
ら

東
豊
永
運
動
会
か
ら

者
ま
で
集
い
、
ま
さ
に
三
世
代
交

流
の
円
を
広
げ
、
楽
し
く
各
種
目

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
小
・
中
学
校
の
先
生

方
も
各
種
目
に
参
加
、
地
域
の
方

々
か
ら
拍
手
喝
采
、
学
社
連
携
の

実
践
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
町
に
即
し
た
生
涯
学
習
の
推

進
を
目
指
し
、
町
民
各
位
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
仕
事
中
か
ら
、
ま
た
各

家
庭
や
学
校
、
地
域
、
そ
し
て
文

化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
々
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
何
か
を
「
生
涯
を

通
し
た
学
習
活
動
」
に
広
げ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一

－

1

酒
買
い
競
走
１
等
商
品
は
？

東
部
地
区

子
供
達
も
応
援
合
戦
に
参
加

西
峰
地
区
運
動
会
か
ら
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◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
、

十
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
五
月
二

十
二
日
よ
り
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
戦

を
開
幕
、
九
月
十
四
日
閉
幕
。
こ

の
間
（
延
べ
八
十
四
試
合
）
の
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

☆
一
部
リ
ー
グ
（
十
一
チ
ー
ム
）

優
勝
秋
山
歯
科
チ
ー
ム

二
位
一
摸
ク
ラ
ブ

本
町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
全
体
を

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
位
置
づ
け
、
一

人
一
種
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
を
目
標

に
町
体
育
会
等
を
通
し
、
底
辺
の

拡
大
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
町
内
外
の
各
種
大
会

に
大
豊
体
育
会
と
し
て
出
場
し
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
参
加
す
る
事
に

意
義
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
勝

敗
は
別
と
し
て
、
少
年
か
ら
高
齢

者
ま
で
各
種
目
で
ガ
ン
バ
ッ
て
い

ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

去
る
八
月
二
十
日
、
町
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
開
会
式
、
各
部
の
大
会

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
町
内
外
で
大
活
躍
Ｉ

三
位
船
戸
ク
ラ
ブ

三
位
Ｏ
Ｂ
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

☆
二
部
リ
ー
グ
（
八
チ
ー
ム
）

優
勝
大
豊
町
農
協
チ
ー
ム

二
位
大
田
口
ク
ラ
ブ

三
位
ク
ス
リ
ヤ
ー
ズ

☆
ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び
町
商
工
会

長
杯
（
十
三
チ
ー
ム
参
加
）

優
勝
一
摸
ク
ラ
ブ

二
位
同
級
組

三
位
小
笠
原
精
肉
店

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
は
、

八
月
二
十
日
、
大
杉
中
学
校
体
育

館
で
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
。

優
勝
豊
永
青
年
チ
ー
ム

二
位
大
田
口
マ
マ
さ
ん

三
位
豊
永
マ
マ
さ
ん

◎
相
撲
部
で
は
、
十
月
二
日
、

嶺
北
チ
ビ
ッ
子
相
撲
大
会
と
同
じ

に
、
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
。

☆
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会

優
勝
町
体
育
会
少
年
相
撲
部

☆
嶺
北
チ
ビ
ッ
子
相
撲
大
会

も
同
じ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
剣
道
部
で
は
、
十
二
月
二

日
大
豊
中
学
校
体
育
館
で
、
町
ス

F~可

ボ
ー
ッ
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

◎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
、

八
月
三
十
日
に
農
村
広
場
に
て
商

工
会
長
杯
と
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

同
じ
に
行
い
ま
し
た
。

◎
柔
道
部
で
は
、
八
月
二
十

一
日
、
大
杉
中
体
育
館
に
て
、
町

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

個
人
戦
（
小
学
低
学
年
の
部
）

優
勝
松
岡
浩
生
穴
内
小

二
位
石
川
洋
平
同

三
位
泉
浩
二
大
杉
小

個
人
戦
（
小
学
五
年
生
の
部
）

優
勝
佐
々
木
な
お
穴
内
小

二
位
中
川
マ
イ
ケ
ル
同

三
位
仮
屋
智
彦
大
杉
小

柔
道
部
で
は
、
例
年
の
行
事
と

し
て
、
高
知
県
青
少
年
柔
道
錬
成

大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年

も
十
月
十
四
日
、
大
杉
中
体
育
館

に
お
い
て
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
は
、

九
月
二
日
、
大
杉
中
学
校
体
育
館

で
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
。

第
一
回
戦

優
勝
西
岡
秀
二
小
川
孝
子
組

第
二
回
戦

優
勝
三
谷
広
海
佐
野
梅
香
組

。
ク
レ
ー
部
で
は
、
県
体
予

選
を
兼
ね
て
、
山
田
町
の
射
撃
場

で
行
い
県
体
に
望
み
ま
し
た
。

|‐

一
ｰ

銅

● ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー

リ
ー
グ
戦
よ
り

「
高
知
県
少
年
柔
道
錬
成

大
豊
大
会
開
会
式

ロ I
ド！

」’&，
ｑ
湖
琶
、
一
込

函
町
ｋ
Ｊ
垂
心

１

偽
“
』
厚

画

勺句 ､ノ
■

ロ

I』 』

Z
５

廿

学

■

r弓一一一一‐
一

。

第
羽
回県
民
体
育
秋
季
大
会

九
月
二
十
三
日
、
春
野
町
の
県

総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
豊
町
の
選
手
団
五
十
五
名
は

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

，
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ク
レ
ー
射
撃
」

に
出
場
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
い
ず
れ
も
入
賞
す
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
ス
ポ
ー
ツ
は
、
参
加
す
る
こ
と

に
意
義
が
あ
り
ま
す
』

◎
町
体
育
会
に
加
入
し
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

農
村
広
場
で
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
よ
り

－7－



現
在
、
一
般
家
庭
で
電
話
が
使

わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
日
平
均
で

十
五
分
程
度
と
言
わ
れ
、
ほ
と
ん

ど
空
い
て
い
る
状
態
で
す
。

町
・
農
事
放
送
農
業
協
同
組
合

で
は
、
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
い

平
成
三
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、

十
八
年
間
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
つ
事
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る

た
め
、
昭
和
三
十
年
代
に
、
各
農

協
で
有
線
放
送
を
設
置
、
そ
の
後

農
協
の
合
併
等
に
よ
り
、
昭
和
四

十
七
年
に
現
在
の
農
事
放
送
農
業

協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
、
今
日
に

至
り
ま
し
た
が
、
長
い
年
月
を
経

過
し
て
お
り
、
そ
の
施
設
（
電
柱

や
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
）
が
老
朽
化
し

保
守
管
理
も
難
し
い
状
況
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

本
町
は
、
町
域
が
広
く
、
集
落

も
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊

急
時
の
連
絡
や
生
活
放
送
、
行
政

放
送
な
ど
、
住
民
の
皆
様
に
、
よ

り
早
く
正
確
な
情
報
を
伝
え
る
施

設
の
整
備
は
重
要
で
あ
り
、
有
線

放
送
に
変
わ
る
新
し
い
情
報
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
の
導
入
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
は

戸

一
、
放
送
を
流
し
て
い
る
と
き
、

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
ま
た

か
け
る
時
は
、
放
送
が
中
断
し
、

電
話
を
優
先
し
ま
す
。

二
、
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
加
入
者

へ
の
一
方
向
き
の
情
報
通
信
で
す
。

三
、
緊
急
時
に
は
、
セ
ン
タ
ー
側

の
操
作
で
一
斉
放
送
が
で
き
ま
す
。

尚
、
こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

各
区
長
さ
ん
に
説
明
書
等
を
お
願

い
し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
は
、
十
一
月
二
十
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
詳
し

く
は
、
役
場
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

こ
の
空
い
て
い
る
時
間
を
利
用

し
て
、
情
報
を
送
ろ
う
と
い
う
の

が
「
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
」
で
す
。

こ
の
特
長
と
し
て
は

区

叩“J仙1

この型が取りつけられます

◎
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
「
テ
ロ
、

ゲ
リ
ラ
」

最
近
、
過
激
派
は
、
常
陸
宮
邸

及
び
京
都
御
所
に
対
す
る
同
時
ゲ

リ
ラ
事
件
を
始
め
、
個
人
宅
に
対

す
る
放
火
殺
人
事
件
を
、
引
き
起

こ
す
な
ど
、
ま
す
ま
す
、
凶
悪
化

の
傾
向
を
強
め
て
い
ま
す
。

◎
即
位
の
礼
・
大
嘗
祭
が
最
大

の
山
場
過
激
派
は
、
闘
争
路
線
を
成
田

闘
争
か
ら
皇
室
闘
争
に
転
換
し
、

二
月
行
わ
れ
る
即
位
の
礼
・
大
嘗

祭
を
最
大
の
山
場
と
し
て
「
テ
ロ
、

ゲ
リ
ラ
」
を
行
う
と
主
張
し
て
い

ま
す
。

◎
過
激
派
の
生
活
、
行
動
実
態

過
激
派
は
、
捜
査
の
目
か
ら
の

が
れ
る
た
め
、
ホ
テ
ル
、
モ
ー
テ

ル
等
を
転
々
と
し
た
り
、
人
里
離

れ
た
山
村
に
身
を
潜
め
た
り
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
山
村
の
使
わ
れ
て
い
な

い
倉
庫
等
を
借
り
上
げ
、
爆
弾
製

造
の
秘
密
工
場
と
し
て
も
利
用
し

て
い
ま
す
。

◎
ご
連
絡
下
さ
い

警
察
か
ら
の
お
願
い
獣
察
剖

過
激
派
の
発
見
に
ご
協
力
を
！

戸

・
過
激
派
の
指
名
手
配
被
疑

者
に
ど
こ
と
な
く
似
て
い
る

者
。・
人
里
離
れ
た
山
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
複
数
の
者
が
立
ち

入
っ
た
形
跡
や
爆
発
物
の
使
用

跡
が
あ
る
。

・
家
の
中
か
ら
物
を
改
造
す

る
金
属
音
が
す
る
。

・
人
が
住
ん
で
い
る
の
に
洗

濯
物
も
干
さ
ず
、
明
か
り
も
外

に
も
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。・
住
居
等
へ
の
出
入
り
に
際

し
て
異
常
な
ほ
ど
周
囲
を
警
戒

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
や
人
物
を
見

か
け
た
ら
警
察
（
７
６
１
２
４
３

０
）
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

’
‐
‐
■
２
．
，
４
ワ
■
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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昨
年
、
穴
内
地
区
で
は
、
学
校

と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
行
っ

た
「
あ
な
な
い
玉
手
箱
籾
」
が
大
成

功
し
、
地
域
で
の
連
帯
が
深
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

近
年
、
各
地
域
の
高
齢
化
現
象

や
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
昼
間
地

域
内
で
仕
事
を
し
て
い
る
消
防
団

員
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
か
ら
、
穴
内
消
防

（
森
下
登
志
夫
部
長
以
下
二
十
二

名
）
で
は
、
敬
老
の
日
に
合
わ
せ

昼
間
家
に
居
る
高
齢
者
を
対
象
に

消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
敬
老
の
日
と
あ
っ
て

消
防
署
員
の
消
火
指
導

″
こ
れ
も
生
涯
函
学
漕
諮
討
〃

高
齢
者
を
対
象
に
消
火
訓
練

k

：
壁

消
火
器
は
初
め
て
、
さ
て
さ
て

百
名
余
り
が
参
加
、
嶺
北
消
防
署

員
の
指
導
を
受
け
、
消
火
器
に
よ

る
消
火
訓
練
、
初
期
消
火
の
大
切

さ
な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

大
半
の
人
が
消
火
器
の
扱
い
は

初
め
て
と
あ
っ
て
、
取
り
扱
い
に

苦
慮
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
回
を
重
ね
る
う
ち
に
確
か
な
も

の
を
得
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
の
災
害
や
事
故
等
は
、

思
わ
ぬ
時
に
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

昔
か
ら
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
お
互
い
に

日
頃
か
ら
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

一

筏
木
部
落
に
は
、
八
面
神
社
（
や

つ
ら
）
が
あ
り
ま
す
。

神
社
の
境
内
は
、
苔
む
し
た
岩

山
で
、
昔
を
し
の
ぶ
立
派
な
社
殿

が
、
ひ
っ
そ
り
と
仔
ん
で
い
ま
す
。

近
年
は
雨
漏
り
等
で
腐
食
が
ひ
ど

く
、
氏
子
（
十
四
戸
）
ら
が
阿
波

の
宮
大
工
に
依
頼
し
、
屋
根
や
社

殿
を
修
理
、
こ
の
ほ
ど
完
成
、
部

落
総
出
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
筏
木
部
落
に
は
、
古
く

か
ら
筏
木
神
楽
が
あ
り
、
神
祭
や

祝
事
に
は
、
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
三
十
年
ぐ
ら
い
前

心
燕
錬
蕊

筏木の里久々のにぎわい

か
ら
舞
子
も
な
く
忘
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
部
落
の
有

志
が
筏
木
神
楽
を
復
活
、
社
殿
の

修
理
完
成
を
祝
い
、
神
楽
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
高
知
市
や
町
外
に
出

た
地
区
の
出
身
者
も
里
帰
り
、
神

楽
の
奉
納
に
昔
を
し
の
ん
で
い
ま

し
た
。八
面
神
社
の
由
来

東
豊
永
筏
木
字
ヨ
シ
オ
カ
鎮
座

祭
神
五
男
三
女
柱
神
神
体
石
像

当
地
の
産
土
神
。
も
と
八
面
大
明

神
と
言
う
。
明
治
元
年
改
称
。
社

地
一
代
一
歩
、
官
林
十
五
間
に
十

四
間
、
元
禄
六
年
（
一
六
五
三
）

風
害
の
た
め
氏
子
建
立
の
棟
札
が

あ
る
。
境
内
一
反
八
畝
七
歩
。

自
登
い
わ
く
、
部
落
の
口
伝
に

筏
木
部
落
・
八
面
神
社

今

古
は
長
尾
精
進
が
勧
請
と
い
う
。

元
境
内
岩
窟
に
樺
の
御
船
代
を

把
っ
て
い
た
。
そ
の
御
船
代
を
今

も
本
殿
に
保
存
し
て
い
る
。

（
大
豊
町
史
古
代
近
世
編
よ
り
）

大
豊
町
で
は
、
生
涯
学
習
の
推

進
「
ゆ
と
り
す
と
達
の
町
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
核
に
「
文
化
の
推
進
・
文

化
の
伝
承
・
文
化
の
交
流
」
を
あ

げ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
、
過
疎

と
高
齢
化
等
で
、
か
な
り
難
し
い

面
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
先
祖
代

々
存
続
し
て
き
た
地
域
の
文
化
遺

産
を
伝
承
す
る
事
も
、
現
代
に
生

き
る
者
の
大
切
な
役
目
で
も
あ
り

ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
一
番
難
し

い
の
は
後
継
者
の
育
成
で
す
。

本
町
に
は
、
国
や
県
の
指
定
を

受
け
た
有
形
無
形
の
重
要
な
「
文

化
財
・
文
化
遺
産
」
が
数
多
く
あ

り
、
他
に
も
、
各
部
落
で
守
っ
て

い
る
神
楽
や
百
手
、
獅
子
舞
、
瀬

が
け
、
な
ど
の
行
事
も
多
く
あ
り

ま
す
。中
に
は
、
今
で
な
け
れ
ば
残
す

こ
と
の
出
来
な
い
文
化
財
等
も
あ

り
、
町
も
、
こ
う
し
た
文
化
を
伝
承

す
る
た
め
、
連
絡
協
議
会
を
結
成

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
民
各

位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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恢

去
る
九
月
二
十
五
日
、
第
五
回

高
知
県
連
合
婦
人
会
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
、
春
野
町
の
県
総
合
運
動
公

園
体
育
館
に
於
い
て
開
か
れ
、
当

日
は
県
下
各
地
か
ら
千
人
あ
ま
り

の
婦
人
が
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ロ

ッ
ク
別
に
競
技
が
行
わ
れ
た
。

中
で
も
綱
引
き
は
、
町
村
別
に

行
わ
れ
、
県
下
三
十
チ
ー
ム
が
参

加
。
大
豊
町
チ
ー
ム
は
七
回
の
戦

戸

い
を
勝
ち
抜
き
堂
々
の
優
勝
。

大
豊
町
連
合
婦
人
会
の
意
気
と

重
量
感
溢
れ
る
パ
ワ
ー
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
た
。

昨
年
の
同
大
会
で
は
、
惜
し
く

も
三
位
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
す

が
、
今
年
は
絶
対
に
優
勝
す
る
ぞ

ネ
…
…
の
合
言
葉
の
も
と
、
選
手

の
選
考
に
も
十
分
意
を
つ
く
し
悔

い
の
な
い
試
合
を
と
一
同
大
張
り 町連合婦人会出場選手団

オ
オ
ノ
だ
れ
た
ち
ゃ
。
ま
だ
ま
だ

県
総
合
運
動
公
園
体
育
館
開
会
式

切
り
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
念
願
の

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
力
を
今
後
の
町
連
合

婦
人
会
組
織
強
化
に
つ
な
げ
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

本
大
会
で
特
筆
す
べ
き
こ
と

価

一

は
、
開
会
式
に
お
け
る
選
手
宣
誓

で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
土
長
地
区
が
当
番
で

大
豊
町
が
是
非
と
の
こ
と
で
、
一

千
人
余
り
の
選
手
を
代
表
し
て
、

大
田
ロ
の
「
竹
内
待
子
」
さ
ん
が
選

手
宣
誓
、
「
女
性
の
立
場
、
又
母
と

し
て
、
生
命
を
育
む
親
」
と
し
て
、

ま
こ
と
に
立
派
な
宣
誓
で
あ
り
、

大
豊
連
合
婦
人
会
の
面
目
躍
如
で

し
た
。ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
限
ら
ず
何
の

会
に
お
い
て
も
そ
う
で
す
が
、
参

加
し
研
修
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ

の
感
動
が
沸
き
立
つ
も
の
で
す
。

ど
う
か
各
部
落
の
婦
人
の
方
は

こ
ぞ
っ
て
町
連
合
婦
人
会
活
動
や

地
域
で
の
婦
人
活
動
に
積
極
的
な

参
加
を
期
待
し
ま
す
。

〃
役
場
衛
生
班
よ
り
の

お
願
い
〃

各
部
落
の
婦
人
会
長
様
に
、
今

年
の
「
複
十
字
」
募
金
を
お
願
い
し

て
あ
り
ま
す
。
連
合
婦
人
会
は
、

即
、
健
康
づ
く
り
婦
人
会
と
し
て

の
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
会
員
の
皆
様
の
積
極
的

な
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
致
し

ま
す
。
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荻
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生涯学習

生80年を生きる。

い人生80年時代〃の高齢化社会を迎えて、長

くなった老後の生活をいかに充実させて生きる

かが､これからの重要な課題で乱東京の下町人

情が残る、葛飾・柴又に住む高田邦久さんは、

77歳の高齢もなんのその、老人・障害者社会福

祉のボランティア活動を、幅広く精力的に手が

けています。長寿社会の新しい生き方r工イジ

レス・ライフ」を、まさに地でいっています。

高
田
邦
久
き
ん
は
、
「
東
京
・
葛

飾
区
の
社
会
福
祉
活
動
に
こ
の
人

あ
り
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
五
年
に
発
足
し
た
葛
飾
区

高
齢
者
事
業
団
に
、
六
十
七
歳
で

入
会
し
た
の
が
、
高
齢
者
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

モ
ッ
ト
ー
は

人
の
た
め
に
働
く
こ
と

若
い
こ
ろ
か
ら
人
の
た
め
に
働

く
こ
０
と
を
モ
ッ
‐
ト
ー
に
し
て
き
た

高
田
き
ん
は
、
事
業
団
で
の
活
動

だ
け
で
は
体
が
余
る
と
、
「
私
に
も

お
手
伝
い
で
き
る
仕
事
が
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
、
区
役
所
に
出
か
け

て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
老
人
福
祉
課
か
ら
は

独
り
幕
ら
し
の
老
人
の
訪
問
相
談

一
Ｊ

「
そ
れ
や
こ
れ
や
手
伝
っ
て
い

る
う
ち
に
、
老
人
問
題
に
興
味
を

も
ち
ま
し
て
、
個
人
的
に
葛
飾
区

内
の
高
齢
者
の
実
態
調
査
を
は
じ

員
を
、
障
害
者
福
祉
課
か
ら
は
視

覚
障
害
者
が
外
出
す
る
と
き
の
介

謹
員
を
、
頼
ま
れ
ま
し
た
。
以
来
、

今
日
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

元
気
で
い
る
う
ち
は

人
の
お
役
に
立
ち
た
い

個
人
的
に

高
齢
者
の
実
態
を
調
査

４

q
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め
た
の
で
す
」

恥
区
内
の
老
人
ク

幅
ラ
ブ
や
敬
老
会
館

ん
な
ど
の
施
設
を
ピ

さ魂
ツ
ク
ア
ッ
プ
し
て

趣
調
べ
ま
し
た
。
そ

注
の
結
果
、
区
内
の

や
老
人
の
七
割
が
女

玲
性
で
あ
り
、
老
人

韮
ホ
ー
ム
入
居
者
も

肺
七
割
が
女
性
、
さ

崖
ら
に
独
り
暮
ら
し

の
老
人
の
七
割
を
女
性
が
占
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

高
田
さ
ん
は
、
男
性
よ
り
平
均

寿
命
が
長
い
女
性
に
と
っ
て
、
高

齢
化
社
会
は
大
き
な
問
題
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
中
・
高
年

女
性
が
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て

老
人
福
祉
問
題
に
つ
い
て
勉
強
し
、

お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
、
実
感
し

た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
高
田
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
寄
せ
る
中
．

高
年
女
性
に
呼
び
か
け
て
、
六
年

ほ
ど
前
に
「
サ
ー
ク
ル
・
せ
せ
ら

ぎ
」
（
中
村
道
子
会
長
）
を
、
会
員

十
九
人
で
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
は
会
員
も
六
十
二
人
（
う

ち
男
性
四
人
）
に
増
え
、
四
ブ
ロ

ッ
ク
で
毎
月
一
回
、
例
会
を
開
い

女
性
の
サ
ー
ク
ル
を

発
足
さ
せ
る

へ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
の
特
別
養
謹

老
人
ホ
ー
ム
「
中
川
園
」
に
、
週
三

日
の
お
む
つ
奉
仕
と
、
誕
生
会
、
お

楽
し
み
会
な
ど
、
老
人
ホ
ー
ム
行

事
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
五
月
か
ら

は
、
独
り
暮
ら
し
の
老
人
へ
の
給

食
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

高
山
さ
ん
は
、
女
性
に
よ
る
会

の
運
営
が
軌
道
に
乗
っ
た
と
、
こ

の
四
月
に
事
務
局
長
か
ら
退
き
ま

し
た
。老

人
給
食
を

軌
道
に
乗
せ
て
い
き
た
い

「
次
の
課
題
は
、
区
に
登
録
し

て
い
る
約
六
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
呼
び
か
け
て
、
在
宅
老
人
対

象
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ

づ
く
り
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

で
す
。
そ
れ
で
、
老
人
給
食
を
軌

道
に
乗
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

元
気
に
語
る
高
田
さ
ん
は
、
血

色
も
よ
く
健
康
そ
の
も
の
・
「
私
は

蔚
齢
者
で
あ
っ
て
も
老
人
で
は
な

い
」
と
言
い
切
る
高
田
さ
ん
は
、

元
気
で
い
る
う
ち
は
少
し
で
も
人

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
忙
し
い
毎
Ｈ
を
、

む
し
ろ
楽
し
ん
で
い
る
口
ぶ
り
で

し
た
。

一’’一



川や海を汚している張本人は

わたLたちです ｢永質汚濁対策は家庭から」

れの原因の約'70%が生活排

水なのです（グラフ参照)。

これは、海や河川をきれ

いにしていくのは、わたし

たちの心がけ次第､という

ことにほかなりません。

そこで今回は、生活排水

の現状をみながら、家庭で

できる生活排水対策を考え

てみましょう。

いま、河川や海の水質汚

濁が問題になっています。

水質汚濁の原因というと、

工場などからの産業排水を

連想しがちですが、実は家

庭から出る生活排水（し尿

を含む）によるところが大

きいことはあまり知られて

いません。

東京湾を例にとると、汚

水質汚濁の原因（発生源別）

F

わ
た
し
た
ち
は
、
炊
事
や
洗
濯
、

ふ
ろ
、
ト
イ
レ
な
ど
に
一
人
一
日

二
百
五
十
～
三
百
協
の
水
を
使

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
川
や
海
な

ど
に
流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
生
活
排
水
を
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と

い
う
汚
れ
の
度
合
い
を
測
る
指
標

で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
し
尿
か
ら

生活排水の汚れ具合
作
用
と
い
い
ま
す
）
を
表
し
た
も

の
で
す
。

と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

の
微
生
物
が
河
川
に
流
れ

て
き
た
汚
れ
を
浄
化
し
て

い
く
作
用
（
河
川
の
自
浄

F濡罫砥/鰯識1髭;職』謝昔
か
ら
「
三
尺
流
れ
て
水
清
し
」

い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
中

~T~ｽﾇー「ﾄイレ 洗濯
10%

蓑’
家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
の
多
く
が

未
処
理
の
ま
ま
河
川
や
海
に
た
れ
流
し

台所
40％

ふろ

20％

剛誉 ｡勘
諺 鋤

一~青一宜 門

I I生活雑排水30gし尿13g13g

『
Ｂ
Ｏ
Ｄ
』
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

出
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
量
が
、
一
人
一
日
当

た
り
十
三
管
な
の
に
対
し
、
炊
事
、

ふ
ろ
、
洗
濯
物
な
ど
に
伴
う
排
水

（
生
活
雑
排
水
と
呼
び
ま
す
）
か

ら
出
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
量
は
三
十
管
に
も

な
る
の
で
す
。

し
か
も
、
法
律
で
未
処
理
の
ま

ま
放
流
す
る
の
が
禁
止
さ
れ
て
い

と
こ
ろ
で
、
微
生
物
が
汚
れ
を

浄
化
す
る
際
、
水
中
の
酸
素
を
使

い
ま
す
。
河
川
の
汚
れ
具
合
を
表

す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
、

一

下水道普及率の諸外国との比較
95％

91%門

I
0W

こ
の
よ
う
に
微
生
物
が
汚
れ
を
浄

化
す
る
と
き
に
必
要
な
酸
素
の
量

る
し
尿
に
比
べ
、
生
活
排
水
に
は

こ
の
よ
う
な
規
制
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
わ
が
国
の
下
水
道
普
及

率
は
わ
ず
か
四
○
％
で
す
。
残
り

六
○
％
は
、
未
処
理
の
ま
ま
河
川

や
海
に
た
れ
流
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

も
そ
れ
だ
け
増
え
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

蕊獅篇を
示
し
た
も
の
で
す
。

水
が
汚
れ
て
い
れ
ば
、

浄
化
に
必
要
な
酸
素
の
量

55％

唖 §̂ )40%

曇4Dい、。■『。

ｰ

1 カ
ナ
ダ

イ
ギ
リ
ス

ア
メ
リ
カ

西
岸
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス

イ
タ
リ
ア

巳
本
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雇用保険は正しく受けましょう

11月は雇用保険､さわやか受給Ⅲ推進月間です

雇用保険の失業給付は、失業した労働者の生活の安定を図り、再就職を促進することを目的としてい
ます。

ところで、「一部にいつわりの申告｣をして失業給付金を不正に受給する者があとをたたず、社会的公

正を欠くとともに保険財政にも悪影響を及ぼしています。
労働省では、雇用保険制度を正しく運用するため11月を｢雇用保険､さわやか受給､推進月間｣と定め、
広報活動及び不正受給の防止・摘発活動に努めております。

不正受給とは

○就職（パート、アルバイト、試用期間も含みます）した事実を隠したり、働いた日数や採用年月日
を偽って申告する。

○内職や手伝いをした事実及び収入を隠したり、偽って申告する。
○離職証明書､離職票、また各種の証明書を偽造または改ざんして提出するなどの不正な手段により、

失業給付を受けようとすることです。
不正受給防止について（事業主の方へ）

○従業員の採用にあたっては、雇入年月日等を正確に届け出してください。

○従業員の離職にあたっては、離職票に離職年月日、賃金、離職理由等についても正確に記載してく
ださい。

不正受給は｢見つかったら返す｣ではすみません
○不正に申告した日以降支給停止します。
○不正に受給した金額は全額返還して戴きます。
○不正に受給した金額とは別に同額を納付命令に基づき、返還させる場合があります。即ち2倍の返
納になることもあります。

不正に受給した金額は直ちに納めないと延滞金がかかり、返納を怠ると財産の差押えが行われるこ
とがあります。

また、詐欺罪などにより処罰されることもあります。
高知県雇用保険課
公共職業安定所

一
ｒ

高
知
労
働
基
準
局
長
は
、
八
月
八

日
の
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

（
会
長
・
辻
川
新
）
の
答
申
に
基

づ
き
、
高
知
県
最
低
賃
金
改
正
に

つ
い
て
異
議
の
申
出
の
公
示
等
法

手
続
き
を
経
て
、
平
成
二
年
八
月

三
十
一
日
付
け
官
報
に
改
正
公
示

し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
高
知
県
最
低
賃
金

は
平
成
二
年
十
月
一
日
か
ら

日
額
３
７
９
６
円

１
時
間
４
７
５
円

に
改
正
さ
れ
、
別
に
定
め
る
産
業

別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
者
を

除
く
、
県
下
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
臨
時
・
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）
及
び
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
精
神
又
は
身
体
の
障

害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の
低

い
者
、
試
の
使
用
期
間
中
の
者
等

一
定
の
条
件
を
備
え
る
場
合
は
、

適
用
除
外
の
許
可
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
へ
ご
相
談
く

高
知
追
購
羅
蛎
鱈
懲
熱
評

今
』

；
改
謹
さ
れ
ま
簿

だ
さ
い
。

高
知
労
働
基
準
局
及
び
各
労
働

基
準
監
督
署
で
は
、
改
正
さ
れ
た

最
低
賃
金
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
最
低
賃
金
法
違
反
を
行
わ
な

い
よ
う
監
督
・
指
導
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
、

昭
和
六
十
一
年
二
月
の
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
の
答
申
に
則
り
、

「
新
産
業
別
最
低
賃
金
」
に
転
換
さ

れ
た
も
の
以
外
は
、
平
成
元
年
度

以
降
の
金
額
改
定
は
行
わ
れ
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職業能力開発促進月間

－13－
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|ﾃﾚピ高知からのお知孟
KUTV
｜テレヒ高知｜

|難藤繁三
⑰郡に変わりま魂

＝森林を大切に＝
森林国営保険加入のお勧め、大切な森林も

風や積雪等で思わぬ被害を受ける危険があり

ます。

森林保険に加入しておく事も一考かと思い

ます。

☆詳しくは、大豊町森林組合にお尋ねくださ

い。Q72-0123

戸

？．…ら…E＞…E＞…C…iE＞…．…｡…。…．…・…･…・…＆

’ ?
6 愛車の点検｡整備？
?☆車の定期点検整備は､ﾗｲバー の役目？
?☆年2回の定期点検で愛車の安全確認を。？
?☆車のﾄﾗブﾙで大変な事故を招きます。？
?☆交通ﾙー ﾙを守り安全運転をしましょう｡？
0 0
．････色…E＞･･･．･･･．･･･E＞…E＞…1E＞…E＞…e…・…E＞…E＞…ら

鯛
●電話のご相談もお受けします

ao888-25-0318(直通）

交通事故|網“日:月曜から金緩午罰9時半~午後4時40分
ご相談

'＠専門の相計浸ガ驚湯になってご綻溌に応じます

戸 ◎弁謹士相談日:毎月第1金曜日午後1時-4時

社団法人日本損害保険協会

高知自動車保険請求相談センター
高知市和n-1'6雀Ⅲ火災高知支店ビﾙ2階(電停大勝過剰関知肩麺酷庸内副舗8-25-0315

第19号台風による山林被害

◎
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と
大
豊
を
今

一
度
見
直
し
て
見
ま
せ
ん
か
？

自
然
に
恵
ま
れ
住
み
よ
い
所
で

す
。
高
齢
化
や
過
疎
と
言
っ
て
心

配
す
る
よ
り
も
、
今
こ
そ
み
ん
な

で
英
知
を
集
め
、
活
力
の
あ
る
明

る
い
町
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
大
豊
の
秋
の
山
為
の
色
は

天
下
一
品
で
す
。
館
長

師
の
句
碑
を
濡
ら
す
夕
霧
眼
鏡
拭

く

秋
山
良
恵

鳴
け
ぬ
蝉
の
渡
る
羽
音
よ
兵
の
墓

徳
弘
妙
子

音
た
て
て
積
木
く
ず
れ
る
敗
戦
忌

松
浦
美
恵

夜
は
夜
で
ち
ち
ろ
を
鳴
か
す
車
椅

子
三
谷
幸
生

か
た
く
な
に
生
き
る
人
生
こ
ぼ
れ

萩
猪
野
義
晴

た
め
ら
わ
ず
柚
継
ぐ
と
い
う
秋
日

よ
り

吉
川
邦
子

故
里
は
年
寄
り
ば
か
り
韮
の
花

杉
本
賀
美

露
草
を
分
け
て
清
水
で
顔
洗
う

鎌
倉
き
み
え

酔
っ
て
二
人
蛍
光
色
だ
れ
月
見
草

西
岡
律
子

晒
削
調
び
こ
羅
一

び
二

句

会

作
品
抄

－14－


